
 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 12 月 16 日 

新宿区立新宿西戸山中学校  

校 長  佐 藤  浩 

副校長  多久  知明 

室
伏
広
治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
と 

一
九
六
四
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

聖
火
台
磨
き
を
行
い
ま
し
た
！ 

      

  
 

校
長 

佐
藤 

浩 
  

令
和
三
年
十
二
月
五
日
（
日
）、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
主
催
す
る
「
国
立
競
技
場
の
見
学
と
一
九
六
四
年
聖
火
台
磨

き
体
験
」
に
、
本
校
の
生
徒
会
本
部
役
員
と
各
種
委
員
会
の
委
員
長
（
ま
た
は
副
委
員
長
）
の
計
九
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

こ
の
一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
で
使
わ
れ
た
聖
火
台
は
、
東
京
五
輪
以
降
も
毎
年
十
月
十
日
前
後
に
、
製
造
し
た

鈴
木
幸
一
氏
、
鈴
木
文
吾
氏
、
鈴
木
常
雄
氏
（
三
兄
弟
）
ら
に
よ
っ
て
丹
念
に
磨
か
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇

九
年
か
ら
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
室
伏
広
治
氏
が
そ
の
輪
に
加
わ
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

当
日
は
、
国
立
競
技
場
内
四
階
か
ら
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
後
、
室
伏
長
官
と
の
記
念
撮
影
、
ご
ま
油
を
使
っ
た
聖

火
台
の
磨
き
作
業
、
そ
し
て
、
室
伏
長
官
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
室
伏
長
官
と
一
緒
に
聖
火
台
磨
き

に
取
り
組
ん
だ
り
、
事
前
に
用
意
し
た
質
問
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
室
伏
長
官
と
交
流
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
と
て
も
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

■
共
同
通
信
の
「K

YODONEWS

」
で
配
信
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。 

一
九
六
四
年
東
京
五
輪
で
使
わ
れ
た
聖
火
台
を
磨
く
イ
ベ
ン
ト
が
五
日
、
設
置
場
所
の

東
京
・
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
室
伏
広
治
長
官
や
宮
城
県
石
巻
市
、
東

京
都
内
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
。
製
造
時
の
努
力
や
関
係
者
が
磨
き
続
け
て
い
る
こ
と
に

感
銘
を
受
け
、
二
０
０
九
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
室
伏
長
官
は
「
後
世
に
伝
え
る
こ
と

が
大
切
。
新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
前
で
磨
け
て
よ
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。  

聖
火
台
が
一
時
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
石
巻
市
で
も
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
レ
プ
リ
カ 

を
磨
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
映
像
を
つ
な
い
で
同
時
に
作
業
し
た
。
室
伏
長
官
は
「
ぴ
か
ぴ

か
に
な
っ
た
。
今
回
（
の
東
京
五
輪
で
）
活
躍
し
た
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
も
磨
く
機
会
が
あ

れ
ば
」
と
期
待
を
語
っ
た
。【
共
同
通
信
：
十
二
月
五
日(

日) 

一
八
時
二
六
分
配
信
】 

  

12 月２日から８日までの５日間、今年で３年目になりますが、地域協働 
学校進路指導支援部の主催で、地域の大学や民間企業、町会等の方々に御 
協力いただき、３年生進路面接練習を行いました。 
この練習日に向けて、生徒は事前学習として、志望した理由、高校でや 

りたいこと、中学校での思い出など、それぞれが考えをまとめてきました。 
面接前の待機場所の生徒は、この日初めて会う面接官との面接練習とい 

うこともあり、とても緊張していました。一人 12 分ほどの練習でしたが、面 
接官と向き合い、自らの考えをしっかり伝えようと懸命に話していました。 

始まってしまえば志望  面接官の方々からも、「これまでの自分自身としっかりと向き合って考えをま
とめていました。質問に懸命に答える姿勢がとても力強くかったです。」と、
お褒めの言葉をいただきました。目標を定め、その目標について志をもち、気
持ちも随分と高まってきたなと感じました。年明けの１月 26･27 日に、都立
高校の推薦試験があります。その前には、もう一度練習をしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

３年生進路面接練習 生徒は自らの夢と目標について大いに語りました 

 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E4%BA%94%E8%BC%AA&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E4%BA%94%E8%BC%AA&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%84%E5%BA%81&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E5%AE%A4%E4%BC%8F%E5%BA%83%E6%B2%BB&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%83%AC%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%AB&fr=link_kw_nws_direct


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度新宿区メニューコンクール 優秀賞を受賞！ 

吹奏楽部が「ポピュラーステージ吹奏楽コンクール全国大会」に出場！ 

・カーン・ダンヴェール」を作成 
９月20日の第６回全国ポピュラーステージ吹奏楽コンクール東日本大会で見事銀賞を受賞し、全

国大会出場を決めた本校と早稲田大学高等学院・中学部、練馬区立石神井中学校の３校合同チーム

が、11月27日（土）、神奈川県横須賀市の横須賀芸術劇場大劇場で開催された全国大会に出場しま

した。東日本大会後は、様々な学校行事の取組が重なり、３校そろっての合同練習の時間を十分に

とることができませんでしたが、リモートでつながり打ち合わせを繰り返すなど、様々な工夫をし

て練習を積み重ねてきました。 

こうした努力が報われたのか、全国大会本番では、３校が 

息を合わせて最後まで演奏しきることができました。また、 

見事に第３位という賞を獲得することができました。本当に 

素晴らしい限りです。また新しく大きな１歩を踏み出すこと 

ができました。おめでとう！ 

■会場となった横須賀芸術劇場大劇場。あまりにも美しく、 

そして、重厚な造りに圧倒されました。このような素晴らしい劇場で演奏できたことも、大きな喜

びの一つであり、生徒にとっては、一生の思い出、宝物になることでしょう！  

 

１年Ｅ組Ｂさんが、メニューコンクールで見事に「優秀賞」 

を受賞しました。 

メニュー名は「自家製ドライトマトでおいしさアップ！ 

ミートローフ」です。本メニューのアピールポイントを紹介 

します。 

「弟が野菜が苦手なのでみんなが好きな肉と一緒にしよう 

と思い、ミートローフにしました。そして、トマトは屋上で 

育てているトマトを使い、ドライトマトにして、トマトを甘 

くしました。さらに、ミートローフはフライパンがいらない 

ので、火を使う危険がないのでおすすめです。」 

なお、審査委委員長の東京調理製菓専門学校長の田中康善さんから、次のように好評いただきまし

た。 

「野菜嫌いの弟さんへの愛情がレシピにこもっていますね。ひき肉に自家製トマトで作ったドライ

トマトを混ぜ込み、うま味を上手く活用し、野菜を細かく刻むなど、野菜を食べやすくする工夫が上

手にできています。ゆで卵のインパクトも良いです。」 

とても美味しそうなメニューですね。みなさんもぜひ小野塚さんが提案する「ミートローフ」を調

理してみましょう！ 

 

 


